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こんなことが決まりました
一般質問の発言者
一般質問の内容について
議会の傍聴にお越しください
常任委員会の審査報告
平成22年度決算報告
議会の動き

・河島三奈　・松本英昭　・藤原　章

・山中修己　・藤本修造　・　坂純子

・岡嶋正昭　・中井澄夫　・竹内　修

高

9月定例会終わる9月定例会終わる

やま なか みおさ ふじ もと ぞうしゅう たか さか こじゅん

おか じま まさ あき

まつ もと あきひで ふじ わら あきらかわ しま なみ

なか い すみ お たけ うち おさむ
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小野市議会だより

小
野
市
や
す
ら
ぎ
広
場
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
小
野
市
と
公
募
事
業
者
と
の
共
同
事
業

と
し
て
や
す
ら
ぎ
広
場
に
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル
を
整
備
す
る
旨
を
明
確
化
し
、
や
す

ら
ぎ
広
場
の
貸
付
け
及
び
管
理
に
関
す
る

事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
。

小
野
市
北
条
鉄
道
経
営
対
策
事
業
基
金
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
北
条
鉄
道
株
式
会
社
の
経
営
安
定
に
資

す
る
た
め
、
同
社
が
毎
年
納
付
す
る
固
定

資
産
税
相
当
額
を
基
金
と
し
て
積
み
立
て
、

同
社
に
対
し
て
必
要
な
場
合
は
当
該
基
金

か
ら
助
成
を
行
う
た
め
の
基
金
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

小
野
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
た
め

の
法
律
が
平
成

２３
年
６
月

３０
日
に
公
布
さ

れ
た
こ
と
に
あ
わ
せ
、
寄
附
金
税
額
控
除

の
適
用
下
限
額
の
引
き
下
げ
、
不
申
告
に

対
す
る
過
料
の
引
き
上
げ
等
の
措
置
を
講

ず
る
た
め
の
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

小
野
市
開
発
事
業
に
係
る
調
整
及
び
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
条
例
施
行
後
３
年
を
経
過
し
、
運
用
上

の
課
題
解
決
の
た
め
、
建
築
物
の
用
途
変

更
、
屋
外
広
告
物
に
関
す
る
規
制
、
開
発

事
業
区
域
に
お
け
る
道
路
幅
員
の
見
直
し

の
た
め
の
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
。

小
野
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
現
在
、
小
野
市
民
病
院
の
診
療
科
目
は

１５
診
療
科
あ
る
が
、
血
液
内
科
を
新
た
に

診
療
科
目
に
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
。

委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
」
が
「
ス
ポ
ー
ツ
基

本
法
」
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
「
体

育
指
導
員
」
を
「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」

と
し
、
さ
ら
に
委
員
報
酬
を
年
額
２
０，

０
０
０
円
か
ら
日
額
５，
０
０
０
円
に
改

め
よ
う
と
す
る
も
の
。

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

　
新
都
市
中
央
線
道
路
改
良
事
業
用
地
と

す
る
た
め
、
土
地
を
取
得
し
よ
う
と
す
る

も
の
。

　
所
在
地
　
　
小
野
市
池
尻
町
（
５
筆
）

　
面
　
積
　
　
２
５，
９
４
１．
９
４
㎡

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
現
委
員
の
石
井
滋
規
氏
の
任
期
が
、
平

成
２４
年
３
月

３１
日
で
満
了
と
な
る
た
め
、

そ
の
後
任
と
し
て
、
石
井
滋
規
氏
を
再
任

の
委
員
と
し
て
推
薦
す
る
た
め
。

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

　
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
広
場
整
備
事
業

用
地
と
す
る
た
め
、
土
地
を
取
得
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

　
所
在
地
　
　
小
野
市
中
島
町
（
４
筆
）

　
面
　
積
　
　
５，
５
５
７
㎡

公
契
約
法
の
制
定
な
ど
公
共
工
事
に
お
け

る
建
設
労
働
者
の
適
正
な
労
働
条
件
の
確

保
を
求
め
る
意
見
書

　
こ
の
意
見
書
は
、
採
決
の
結
果
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
小
野
市

 
９
月
定
例
会
は
、
９
月
２
日
か
ら
９
月
　
日
ま
で
　
日
間
開
催
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
補
正
予
算
を

は
じ
め
、
条
例
制
定
及
び
人
事
案
件
な
ど
を
含
む
議
案
　
件
を
原
案
の
と
お
り
、
認
定
・
可
決
・
同
意
す

る
と
と
も
に
、
意
見
書
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。
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大
池
周
辺
水
辺
公
園

大
池
周
辺
水
辺
公
園

セレモニーホール整備事業

北条鉄道経営対策事業基金積立金

北条鉄道軌道安全輸送設備等整備事業
　レール、軌道道床、踏切保安設備、車両改修等への助成

高齢者等地域活動拠点づくりモデル事業�
　補助採択件数の増に対応するため

地域支援体制事業
　要援護者管理システムに地図機能等を追加

播磨内陸医務事業組合負担金
　播磨看護専門学校生への修学資金貸与制度負担金

日本脳炎予防接種経費�
　５歳～９歳の積極勧奨再開（予防接種実施規則改正）による

新都市中央線整備事業

県単独緊急ため池整備事業�
　上の池堤体改修（久保木町）

農地・水・環境保全向上活動支援事業�
　農業施設の長寿化のための改修、更新　３３組織

むらづくり交付金事業
　むらづくり交付金事業Ⅱ期に向けての調査設計

戦略作物生産拡大関連基盤緊急整備事業
　農業用排水施設改修による洪水時の安全確保

安全安心まちづくり広場整備事業

内　　　　　　　容 補正額 補正後

３００，０００

７００

４８１

１２，０００

２，７５０

１，０１９

１４，２６２

１４０，０００

４，７００

１３，０００

３，０００

６，０００

２２０，０００

担当課

３００，０００

７００

４８１

３２，０００

１８，７５０

１５，６９２

３３，２６２

４４１，６００

４，７００

３６，７１４

３，０００

６，０００

２２０，０００

新規

新規

新規

新規

追加

追加

追加

新規

新規

追加

新規

新規

新規

(単位：千円）

　今回の補正予算は、民間資金を活用し、官民共同で取り組むセレモニーホール整備事業費
のほか、市民力を高める高齢者等地域活動拠点づくりモデル事業補助金の増額、新都市中央
線整備事業費及び農業基盤整備に向けた農地・水・環境向上活動支援事業負担金の増額等です。
 この他に、安全で安心して暮らせるまちづくりを推進するため、安全安心まちづくり広場
整備事業費を追加補正しました。

平成２３年度　一般会計９月補正予算概要
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

小野市議会だより

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
２３
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

補
　
正
　
額
　
５
２
４，
０
０
０
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
２
０，
０
７
２，
６
０
０
千
円

平
成
２３
年
度
小
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

補
　
正
　
額
　
２
４，
７
２
０
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
３，
０
３
１，
７
２
０
千
円

平
成
２３
年
度
小
野
市
都
市
開
発
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

資
本
的
収
入

　補
　
正
　
額
　　
２
６，
８
０
０
千
円
　追
加

　補
正
後
総
額
　　
４
１，
９
０
０
千
円

資
本
的
支
出

　補
　
正
　
額
　　
２
６，
８
０
０
千
円
　追
加

　補
正
後
総
額
　１
０
４，
９
０
０
千
円

平
成
２３
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

補
　
正
　
額
　
２
２
０，
０
０
０
千
円
　
追
加

補
正
後
総
額
　
２
０，
２
９
２，
６
０
０
千
円

総合政策部

総合政策部

総合政策部

市民サービス課

高齢介護課

健 康 課

健 康 課

道路河川課

産 業 課

産 業 課

産 業 課

産 業 課

総合政策部

やすらぎ広場
セレモニーホール建設地
やすらぎ広場
セレモニーホール建設地

安全安心まちづくり広場
計画地

安全安心まちづくり広場
計画地

5,557㎡

ソロ池

うるおい交流館
（エクラ）
うるおい交流館
（エクラ）

イオン
小野店
イオン
小野店

市立図書館市立図書館

主要地方道三木宍粟線主要地方道三木宍粟線

きらら通りきらら通り
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市議会HP内の「市議会ビデオライブラリ」から
も、議会の様子をご覧いただけます。

HPアドレス：http://www.city.ono.hyogo.jp/̃gikai/

平成23年

9月定例会
平成23年

9月定例会
平成23年

9月定例会
平成23年

9月定例会

(一般質問・質疑は発言した議員が編集しました)

河
島
三
奈
議
員

・
就
学
前
教
育
に
つ
い
て
　

・
神
戸
電
鉄
の
今
後
に
つ
い
て

松
本
英
昭
議
員

・
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

・
老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

・
自
転
車
通
学
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

・
東
条
川
の
河
川
改
修
の
そ
の
後
に
つ
い
て

藤
原
　
章
議
員

・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
つ
い
て

・
放
課
後
の
児
童
の
見
守
り
に
つ
い
て

山
中
修
己
議
員

・「
空
き
家
・
廃
屋
対
策
」
に
つ
い
て

・
小
野
市
で
行
わ
れ
た
プ
ロ
ゴ
ル
フ
大
会
の
成
果
に

つ
い
て

藤
本
修
造
議
員

・
小
野
市
民
病
院
に
つ
い
て

・「
お
の
夢
と
希
望
の
教
育
」
に
つ
い
て

・
第

３４
回
小
野
ま
つ
り
に
つ
い
て

　
坂
純
子
議
員

・
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
つ
い
て

・
神
戸
電
鉄
粟
生
線
存
続
に
つ
い
て

岡
嶋
正
昭
議
員

・
総
合
計
画
の
「
基
本
構
想
」
に
つ
い
て

・
”お

の
ブ
ラ
ン
ド

“
の
取
組
み
に
つ
い
て

・
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

中
井
澄
夫
議
員

・「
道
路
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
」
の
設
置
に
つ
い
て

・
警
察
署
の
設
置
に
つ
い
て

竹
内
　
修
議
員

・
災
害
時
の
要
援
護
者
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

（鍬渓神社の秋祭り）

小野市議会だより

高朞
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松
本
英
昭
　

議
員

研
政
ク
ラ
ブ

就
学
前
教
育
に
つ
い
て

　質
問
　
０
歳
〜
３
歳
の
幼
児
教
育
に
つ
い

て　答
弁
　
川
島
脳
科
学
理
論
に
基
づ
き
、
一

貫
し
た
子
育
て
、
家
庭
教
育
、
学
校
教
育

を
展
開
し
て
い
る
。「
い
き
い
き
子
育
て

教
室
」
で
は
、
今
年
度
か
ら
更
な
る
充
実

を
目
指
し
、
通
常
の
倍
時
間
を
使
い
幼
児

教
育
の
講
師
と
共
に
、
親
子
「
脳
ト
レ
遊

び
」
を
実
施
。
好
評
を
得
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
教
育
長
）

　質
問
　
幼
保
一
体
化
に
つ
い
て

　答
弁
　
市
内
の
保
育
園
で
は
幼
稚
園
要
領

に
準
じ
て
教
育
が
展
開
さ
れ
、
機
能
面
教

育
的
観
点
か
ら
見
て
も
実
質
的
に
幼
保
一

体
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
ど
も
園
化
の
視
点

か
ら
幼
稚
園
２
園
に
保
育
機
能
を
備
え
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
同
じ
機
能
を
備

え
る
の
で
あ
れ
ば
２
園
だ
け
を
公
立
の
ま

ま
置
く
理
由
が
な
く
な
る
と
考
え
る
。
よ

っ
て
、
市
独
自
の
状
況
、
国
の
動
向
、
入

園
希
望
者
数
の
推
移
を
考
慮
し
、
望
ま
し

い
在
り
方
を
検
討
す
る
。
　
　（
教
育
長
）

神
戸
電
鉄
の
今
後
に
つ
い
て

　質
問
　
経
営
努
力
の
成
果
に
つ
い
て

　答
弁
　
経
費
削
減
へ
の
取
組
は
、
駅
の
無

人
化
、
社
員
の
給
与
カ
ッ
ト
、
ワ
ン
マ
ン

運
転
等
を
行
い
、
増
収
へ
の
取
組
は
、
駐

車
場
営
業
、

１５
分
間
隔
運
行
、
自
動
改
札

機
の
設
置
等
を
行
っ
て
い
る
。
取
組
姿
勢

は
評
価
す
る
が
、
成
果
が
上
が
っ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
戦
略
会
議
、
公
的
支
援
に
つ
い
て

　答
弁
　
戦
略
会
議
は
、
存
続
を
左
右
す
る

極
め
て
重
要
な
会
議
で
、
こ
れ
ま
で
情
報

の
共
有
化
に
お
い
て
も
非
常
に
白
熱
し
た

議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
神
戸
電
鉄
か

ら
支
援
要
望
も
あ
る
。
今
後
は
、
存
続
に

向
け
た
具
体
的
な
対
応
策
の
議
論
を
進
め
る
。

し
か
し
、
各
市
町
の
財
政
状
況
等
か
ら
推

測
す
る
と
自
治
体
か
ら
多
額
の
支
援
を
行

う
事
は
容
易
で
は
な
い
。
市
民
の
合
意
を

得
た
上
で
、
市
の
更
な
る
発
展
と
鉄
道
の

輸
送
力
向
上
を
目
指
し
、
如
何
に
し
て
沿

線
圏
域
と
連
携
す
る
か
な
ど
、
公
的
資
金

に
よ
る
支
援
も
含
め
、
様
々
な
角
度
か
ら

検
討
を
進
め
て
参
り
た
い
。
　（
市
当
局
）

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

　質
問
　
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
に
つ
い
て

　答
弁
　「
小
野
市
老
人
ク
ラ
ブ
等
社
会
活

動
促
進
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」
に
基
づ

き
、
市
か
ら
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
ク

ラ
ブ
数
は
、
平
成

２３
年
度
で

５５
ク
ラ
ブ
、

会
員
総
数
は
３，

４
２
８
名
で
す
。

　質
問
　
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
支
援
に
つ
い

て　答
弁
　
老
人
ク
ラ
ブ
及
び
市
老
連
が
、
生

き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
多
様
な

社
会
活
動
を
通
じ
て
、
高
齢
期
の
生
活
を

よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
て
頂
け
る
よ
う
、

活
動
実
態
に
則
し
て
育
成
と
支
援
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
ま
た
本
年
度
か
ら
、
高
齢

者
の
方
々
が
地
域
の
公
民
館
に
気
軽
に
集

ま
っ
て
頂
き
、
趣
味
や
娯
楽
な
ど
を
通
じ

て
生
き
が
い
づ
く
り
を
再
構
築
す
る
た
め

の
「
高
齢
者
等
地
域
活
動
拠
点
づ
く
り
モ

デ
ル
事
業
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　質
問
　
老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
の
見
直
し
に

つ
い
て

　答
弁
　
市
内

５５
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
内
、

１３

ク
ラ
ブ
が
市
老
連
に
加
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、

こ
の
状
態
で
推
移
す
れ
ば
、
近
い
将
来
、

市
老
連
の
弱
体
と
活
動
の
縮
小
化
が
速
度

を
増
し
、
結
果
、
全
体
的
な
衰
退
が
懸
念

さ
れ
る
状
況
に
あ
る
事
か
ら
、
未
加
入
ク

ラ
ブ
に
対
し
加
入
の
意
志
等
を
確
認
の
上
、

結
果
を
ふ
ま
え
、
補
助
金
本
来
の
趣
旨
や

目
的
に
照
ら
し
、
そ
の
あ
り
方
を
見
直
す

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
老
人
ク
ラ
ブ
衰
退
の
原
因
は
。

　答
弁
　
各
町
に
は
リ
ー
ダ
ー
は
多
く
お
ら

れ
る
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
る

リ
ー
ダ
ー
は
減
少
し
て
い
る
。
　（
市
長
）

　質
問
　
補
助
金
カ
ッ
ト
に
よ
り
問
題
が
解

消
さ
れ
る
か
。

　答
弁
　
市
民
も
意
識
改
革
を
し
て
頂
き
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
活
性
化
が
計

ら
れ
、
成
果
と
実
績
の
あ
る
と
こ
ろ
に
対

し
市
も
力
一
杯
支
援
し
ま
す
。
　（
市
長
）

　質
問
　
各
町
老
人
ク
ラ
ブ
に
於
い
て
複
数

ク
ラ
ブ
へ
の
助
成
は
可
能
か
。

　答
弁
　
同
一
町
に
よ
っ
て
は
、
つ
な
が
り

や
最
寄
等
も
あ
る
事
か
ら
、
条
件
を
ク
リ

ア
す
れ
ば
認
め
て
い
ま
す
。
　（
市
当
局
）

河
島
三
奈
　

議
員

改
革
ク
ラ
ブ

小野市議会だより



６

藤
　
原
　
　

章
　

議
員

日
本
共
産
党

山
中
修
己
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

原
発
事
故
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
に
つ
い
て

　
福
島
原
発
事
故
は
、
放
射
能
事
故
の
恐

ろ
し
さ
を
示
し
ま
し
た
。
原
発
か
ら
撤
退

し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
図
る

立
場
で
問
い
ま
し
た
。

　質
問
　
公
共
施
設
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
た
発
電
設
備
を
設
置
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　答
弁
　
新
た
に
建
築
す
る
公
共
施
設
に
は
、

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
検
討
し
た
い
。

事
業
規
模
、
内
容
等
、
費
用
対
効
果
を
よ

く
検
証
し
て
取
り
組
み
た
い
。

　質
問
　
個
人
へ
の
補
助
の
状
況
と
今
後
の

推
進
方
策
を
問
う
。

　答
弁
　
本
市
は
北
播
磨
管
内
で
一
番
早
く

平
成

２２
年
度
か
ら
太
陽
光
発
電
に
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る
。
平
成

３１
年
度
末

ま
で
に
１
千
戸
を
目
標
に
支
援
し
て
い
き

た
い
。
現
在
、
国
・
県
・
市
の
補
助
を
合

わ
せ
る
と
、

３．５
　ｋｗ
の
設
備
を
設
置
し
た
場

合
、
設
置
費
用
の
約

１８
％
で
、

１２
年
程
度

で
「
元
が
と
れ
る
」
見
込
み
。（
市
当
局
）

　放
課
後
の
児
童
の
見
守
り
に
つ

い
て

　
近
年
、
核
家
族
化
、
共
働
き
の
一
般
化
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
増
加
な
ど
で
、
放
課
後

の
児
童
の
見
守
り
体
制
が
一
層
重
要
に
な

っ
て
い
る
の
で
問
い
ま
し
た
。

　質
問
　
放
課
後
の
児
童
の
見
守
り
に
つ
い

て
ど
う
構
想
し
て
い
る
か
。

　答
弁
　
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業
、
お
の

育
児
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

業
、
登
・
下
校
時
の
見
守
り
、
安
全
安
心

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
行
政
、
地
域
、
保
護

者
等
が
連
携
し
て
、
行
政
依
存
で
も
住
民

ま
か
せ
で
も
な
い
各
種
の
施
策
を
組
み
立

て
る
必
要
が
あ
る
。
地
域
密
着
型
の
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業
の
展
開
が
考
え
ら
れ

る
の
で
、
平
成

１８
年
度
に
事
業
支
援
の
た
め
、

「
小
野
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
補

助
金
交
付
要
綱
」
を
定
め
て
い
る
。

　質
問
　
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
定
員
増
加

や
対
象
年
齢
引
き
上
げ
を
考
え
な
い
か
。

　答
弁
　
子
ど
も
の
心
身
の
成
長
、
ス
ペ
ー

ス
確
保
の
困
難
さ
な
ど
が
あ
り
、
定
員
増

加
、
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
は
考
え
て
い

な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

「
空
き
家
・
廃
屋
対
策
」
に
つ
い
て

　質
問
　
昨
今
増
え
て
い
る
空
き
家
・
廃
屋

対
策
の
小
野
市
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
平
成

２０
年
の
小
野
市
の
全
住
宅
戸

数
は
１
８，

３
７
０
戸
で
、
う
ち
空
き
家

の
総
数
は
１，

７
７
０
戸
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
一
般
的
な
戸
建
て
住
宅
に
限
定

す
る
と
６
０
０
戸
で
、
空
き
家
率
は

４．８
％
。

５
年
前
の

４．２
％
か
ら

０．６
ポ
イ
ン
ト
の
微
増

で
す
。
ま
た
、
６
０
０
戸
の
う
ち
、
建
物

の
機
能
が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
空
き
家
は

４
７
０
戸
あ
り
ま
す
。
こ
の
住
宅
の
有
効

活
用
に
つ
い
て
は
、
行
政
、
地
元
自
治
会
、

不
動
産
業
界
の
協
力
と
連
携
が
不
可
欠
と

考
え
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
こ
の
３
者

が
協
力
し
、
情
報
を
よ
り
広
く
公
開
し
、

活
用
希
望
者
に
は
不
動
産
業
者
が
対
応
す

る
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
べ
き
と

考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
構
築
の
基
礎
と
な
る
空
き
家
の
正

確
な
情
報
を
把
握
す
べ
く
、
今
年
度
、
国

の
緊
急
雇
用
対
策
事
業
に
よ
り
、
調
査
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　
空
き
家
・
廃
屋
に
関
し
て
は
安
全
面
、

環
境
面
、
地
域
の
活
性
化
の
３
点
か
ら
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
大
局
的
観

点
か
ら
論
議
し
て
い
き
た
い
。
　（
市
長
）

小
野
市
で
行
わ
れ
た
プ
ロ
ゴ
ル
フ

大
会
の
成
果
に
つ
い
て

　質
問
　
活
性
化
や
経
済
効
果
に
つ
い
て

　答
弁
　
今
年
度
行
わ
れ
た
２
回
の
プ
ロ
ゴ

ル
フ
大
会
に
は
、
延
べ
２
万
５
千
人
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
、
飲
食
、
物
産
販
売
、

電
車
や
ホ
テ
ル
の
利
用
な
ど
で
、
経
済
効

果
は
約
６
千
万
円
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
野
市
を
広
く

ＰＲ
で
き
、
有
形
、

無
形
の
効
果
も
あ
り
ま
し
た
。（
市
当
局
）

　質
問
　
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
ァ
ー
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　答
弁
　

１０
月
に
開
催
さ
れ
る
、
ジ
ュ
ニ
ア

ゴ
ル
フ
ァ
ー
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地

元
小
学
生
で
ゴ
ル
フ
未
経
験
の
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
ゴ
ル
フ
の
楽
し
さ
や
、
ゴ
ル

フ
マ
ナ
ー
等
を
学
ぶ
教
室
で
、
今
後
は
今

回
を
契
機
に
、
ゴ
ル
フ
を
通
し
た
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
推
進
を
し
て
い
き
た
い
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
育
成
に
つ
い

て
は
１
つ
の
提
案
と
し
て
受
け
止
め
て
お

き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

小野市議会だより



７

藤
本
修
造
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

小
野
市
民
病
院
に
つ
い
て

　質
問
　
本
年
１０
月
か
ら
開
設
す
る
「
血
液

内
科
」
の
内
容
を
問
う
。

　答
弁
　
北
播
磨
地
域
で
初
め
て
の
専
門
医

が
常
駐
す
る
血
液
内
科
を
設
置
い
た
し
ま

す
。
悪
性
リ
ン
パ
腫
・
白
血
病
・
骨
髄
腫

と
言
う
い
わ
ゆ
る
「
血
液
の
が
ん
」
や
血

友
病
、
貧
血
、
血
が
止
ま
ら
な
い
病
気
な

ど
、
血
液
や
リ
ン
パ
に
関
わ
る
病
気
を
治

療
す
る
。
血
液
疾
患
を
お
持
ち
の
多
く
の

患
者
に
対
し
て
適
切
な
医
療
の
提
供
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　（
市
当
局
）

　質
問
　
跡
地
利
用
に
つ
い
て

　答
弁
　
基
本
的
な
考
え
方
は
①
市
民
の
財

産
で
あ
る
病
院
の
土
地
・
建
物
を
有
効
利

用
す
る
。
②「
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
寄
与
す
る
。
③
民
間
法
人

等
へ
の
売
却
処
分
を
前
提
に
後
の
世
代
に

負
債
を
残
さ
な
い
。

　
新
た
な
事
業
主
体
に
よ
っ
て
、
医
療
療

養
型
又
は
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
中
心
に
、
急
性
期
の
治
療
を
終
え
た
患

者
が
帰
宅
さ
れ
る
ま
で
の
一
定
期
間
、
療

養
し
て
体
力
を
回
復
し
て
い
た
だ
く
役
割

を
果
た
せ
る
病
院
が
適
切
と
、
現
時
点
で

は
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
老
人
福
祉

施
設
や
老
人
保
健
施
設
、
高
齢
者
向
け
住

宅
の
併
設
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

学
校
空
調
設
備
の
整
備
に
つ
い
て

　質
問
　
２
８
７
教
室
の
空
調
整
備
の
成
果

を
問
う
。

　答
弁
　６
月

２４
日
か
ら
運
用
開
始
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
集
中
し
て
学
習
に
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
水
泳
の
後
や

午
後
の
授
業
は
、
顕
著
に
集
中
力
が
高
ま

っ
た
。
熱
中
症
の
症
状
を
訴
え
た
件
数
は

「
０
件
」。

　
さ
ら
に
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、「
給

食
を
残
さ
ず
食
べ
る
子
ど
も
た
ち
が
増
え

た
」。
ま
た
養
護
教
諭
か
ら
は
「
鼻
血
を

出
す
子
ど
も
が
減
っ
た
」
等
々
成
果
の
報

告
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　（
教
育
長
）

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
の
受
診
率

向
上
に
つ
い
て

　質
問
　
平
成
２０
年
度
の
県
内
に
お
け
る
小

野
市
の
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
受
診
率

は
、
２９
市
１２
町
の
中
で
、
と
も
に
２０
位
だ

が
今
後
の
数
値
目
標
は
。

　答
弁
　「
兵
庫
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
」

の
目
標
受
診
率

５０
％
以
上
を
数
値
目
標
と

し
て
い
る
。
本
市
は

２２
年
度
乳
が
ん
検
診

受
診
率

２１．５
％
・
子
宮
が
ん
検
診
受
診
率

１８．１
％
で
、
県
下
の
平
均
受
診
率
を
上
回

っ
て
い
る
。
職
域
で
の
「
が
ん
検
診
」、「
人

間
ド
ッ
ク
」
に
よ
る
推
計
受
診
率
を
加
え

る
と
、
目
標
に
対
す
る
受
診
実
績
値
に
大

き
な
乖
離
は
な
い
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が

３３．９
％
と
低
い
よ
う
だ
が
、
集
団
接
種
な
ど

は
で
き
な
い
の
か
。

　答
弁
　
集
団
接
種
は
デ
メ
リ
ッ
ト
部
分
が

多
く
、
今
後
も
、
個
別
接
種
の
方
法
で
実

施
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
新
種
の
ワ
ク
チ
ン
が
出
て
２
種
類

に
な
っ
た
が
。

　答
弁
　
保
護
者
と
主
治
医
と
の
相
談
で
選

択
し
決
め
て
頂
き
た
い
。
　
　（
市
当
局
）

神
戸
電
鉄
粟
生
線
存
続
に
つ
い
て

　質
問
　
小
野
市
内
の
高
校
へ
は
６
６
７
人
、

三
木
市
内
の
高
校
へ
は
７
８
８
人
が
電
車

通
学
（
８
月
に
調
査
）
し
て
お
り
、
存
続

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

お
考
え
か
。

　答
弁
　
利
用
者
の
う
ち
通
学
定
期
の
比
率

は
４０
％
と
高
く
、
と
り
わ
け
高
校
生
が
重

要
な
顧
客
で
す
。
粟
生
線
は
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
交
通
手
段
で
あ
り
、
維
持
存
続

に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
自
治
体
の
重
要

な
役
割
で
す
。
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　答
弁
　
粟
生
線
存
続
戦
略
会
議
に
て
　
具

体
的
に
ど
う
す
れ
ば
経
営
改
善
が
進
め
ら

れ
る
か
な
ど
、
私
案
も
伝
え
議
論
を
進
め

て
い
き
た
い
。
神
戸
電
鉄
は
、

１２
月
末
に

方
向
性
を
決
め
る
と
新
聞
発
表
さ
れ
た
が
、

我
々
も
、
年
内
ま
で
に
何
ら
か
の
具
体
的

な
案
を
出
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

小野市議会だより

高
坂
純
子
　

議
員
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中
井
澄
夫
　

議
員

小野市議会だより

総
合
計
画
の
「
基
本
構
想
」
に
つ

い
て

　質
問
　
健
全
な
財
政
状
況
を
維
持
す
る
た

め
、
こ
の
先
の
人
口
減
少
（
少
子
高
齢
化
）

し
か
も
、
生
産
年
齢
者
層
の
減
少
が
予
測

さ
れ
る
状
況
下
で
の
、
今
後
の
取
組
に
つ

い
て

　答
弁
　
将
来
人
口
を
現
状
維
持
の
５
０，

５
０
０
人
と
設
定
。
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
と
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
税
収
の
減
少
、

及
び
高
齢
者
福
祉
関
連
経
費
等
の
増
加
等

に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税
制
度
の
財
源

保
障
機
能
に
よ
り
、
一
定
の
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
で
き
る
仕
組
み
は
出
来
て
い
る
も
の

の
、
健
全
財
政
を
維
持
す
る
に
は
、
従
来

型
の
行
政
運
営
か
ら
の
脱
却
も
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
市
で
は
既
に
い
ろ
い
ろ
な

施
策
に
よ
り
「
市
民
力
・
地
域
力
」
の
向

上
を
図
る
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
本
市
で
は
、
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
の
建
設
、
新
都
市
中
央
線
の
整
備
、

学
校
の
整
備
等
へ
の
投
資
を
踏
ま
え
て
も
、

１０
年
後
に
は
基
金

６０
億
円
以
上
、
地
方
債

は
最
大
で
１
８
０
億
円
で
、
平
成

１６
年
度

の
ピ
ー
ク
時
程
度
を
維
持
で
き
る
見
通
し
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

　質
問
　
定
住
人
口
の
増
加
に
向
け
た
住
宅

政
策
の
充
実
の
た
め
の
対
策
に
つ
い
て

　答
弁
　
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
人
口
増

に
大
き
く
期
待
で
き
る
事
業
で
あ
り
、
現

在
、
黒
川
西
土
地
区
画
整
理
事
業
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
次
の
候
補
地
へ
の
取
組
へ

の
勉
強
会
も
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
空
き

家
ス
ト
ッ
ク
の
循
環
利
用
と
住
み
替
え
情

報
の
提
供
、
及
び
住
宅
取
得
支
援
制
度
の

有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
小
野
市
へ

の
居
住
誘
導
を
図
り
ま
す
。
　（
市
当
局
）

　質
問
　
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

　答
弁
　
北
播
磨
で
最
大
の
４
０
０
人
が
参

列
可
能
な
規
模
の
ホ
ー
ル
を
備
え
、
い
ろ

い
ろ
な
規
模
の
葬
儀
に
対
応
で
き
、
初
七

日
、
法
要
に
も
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、

幅
広
い
宗
教
・
宗
派
の
葬
儀
形
態
に
も
対

応
で
き
ま
す
。
運
営
方
針
は
、
良
質
な
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
、
低
廉
な
料
金
設
定
を
基

本
に
し
、
営
業
は
３
６
５
日
で
、

２４
時
間

対
応
で
受
付
を
さ
れ
ま
す
。
　（
市
当
局
）

「
道
路
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
」
の
設

置
に
つ
い
て

　質
問
　
歩
行
者
の
安
全
対
策
と
し
て
、
学

校
周
辺
や
通
学
路
等
に
お
け
る
道
路
グ
リ

ー
ン
ベ
ル
ト
の
施
工
実
績
と
今
後
の
計
画

に
つ
い
て
問
う
。

　
ま
た
、
計
画
的
実
施
手
段
と
し
て
、
昭

和
町
か
ら
河
合
小
学
校
に
向
か
う
市
道
２

３
６
号
線
及
び
市
役
所
に
近
接
す
る
市
道

５
０
０
２
号
線
の
施
工
計
画
に
つ
い
て
問

う
。

　答
弁
　
市
内
の
小
学
校
周
辺
道
路
に
「
文
」

マ
ー
ク
の
下
地

１３
カ
所
と
、
大
部
小
学
校

前
の
市
道
１
０
７
号
線
に
、
横
断
歩
道
強

調
の
た
め
面
的
舗
装
を
し
て
い
ま
す
が
、

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
と
し
て
の
施
工
実
績
は

あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
市
道
５
０
０
２
号

線
（
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
前
）
に
つ

い
て
は
、
施
工
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
有
効
な
施
工
場
所
の
選
定
と
管
理
コ

ス
ト
の
効
率
性
を
考
え
施
工
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
　
　（
市
当
局
）

警
察
署
の
設
置
に
つ
い
て

　質
問
　
警
察
署
設
置
の
為
の
用
地
取
得
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、
現
在
、

小
野
警
視
派
出
所
に
併
設
の
王
子
交
番
の

移
転
が
必
要
と
な
る
場
合
や
、
か
ね
て
よ

り
育
ヶ
丘
町
に
交
番
設
置
を
望
む
声
を
聞

く
が
、
こ
れ
ら
交
番
設
置
が
仮
に
決
定
し

た
場
合
、
警
察
署
同
様
に
市
と
し
て
用
地

確
保
の
考
え
が
あ
る
か
に
つ
い
て
問
う
。

　答
弁
　
小
野
警
察
署
設
置
予
定
地
に
つ
い

て
は
、
中
島
町
内
で
エ
ク
ラ
北
側
の
土
地
、

約
５，

５
０
０
㎡
で
す
。
地
権
者
と
仮
契

約
を
締
結
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
内
全
体
の
交
番
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
小
野
警
察
署
の
規
模
・
体
制
が
決
定

し
た
後
、
警
察
で
再
検
討
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　（
市
当
局
）

岡
嶋
正
昭
　

議
員

市
民
ク
ラ
ブ
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議会の傍聴にお越しください。議会の傍聴にお越しください。議会の傍聴にお越しください。議会の傍聴にお越しください。

○本会議の第２日（１６日）、第３日（１９日）は、議員の一般質問があります。
　市長から提出された議案や、市政全般について一般質問を行い、市長及び市の幹部が答弁します。

　本会議を傍聴に来られた市民の皆さんに、本会議
の休憩時間をくつろいでいただけるよう、議場の隣
接会議室を利用して、休憩室を設けています。
　休憩室の設置は、一般質問のある１６日（金）と１９日（月）
の２日間です。部屋には、セルフサービスのお茶も
用意しています。

１２月定例会は、下記の日程で開催いたします。

○一般質問が行われる16日（金）、19日（月）の午前中は、
「託児コーナー」を開設します。

　就学前までのお子さんをお持ちの保護者の皆さ
んも議会を見ていただくことができます。ご希
望の方は、12月8日（木）までに議会事務局まで電
話でお申し込みください。

竹
内
　
修
　

議
員

公
　
明
　
党

小野市議会だより

災
害
時
要
援
護
者
登
録
に
つ
い
て

　質
問
　
先
頃
、
小
野
市
地
域
防
災
計
画

（
地
震
対
策
編
）
が
修
正
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
時
要
援
護
者
登
録
を
さ
れ
た
方
を
含

め
災
害
弱
者
に
対
し
、
自
助
・
共
助
・
公

助
の
基
本
的
な
対
応
を
伺
い
ま
す
。

　答
弁
　
先
ず
、
防
災
計
画
で
す
が
、
地
震

災
害
（
想
定
震
度
６
強
）
に
よ
る
被
害
を

想
定
し
、
地
域
防
災
計
画
（
地
震
対
策
編
）

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
の
昨
年
５

月
に
、
山
崎
断
層
帯
の
主
部
南
東
部
地
震

の
想
定
で
は
、
本
市
は
最
大
震
度
７
と
の

予
測
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
近
く
県
か
ら

被
害
想
定
が
発
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

本
市
は
、
こ
れ
ら
を
受
け
て
防
災
計
画
を

見
直
す
予
定
で
す
。

　
次
に
、
災
害
時
要
援
護
者
の
登
録
状
況

は
、
本
年
９
月
現
在
、
５
６
５
人
で
す
。

こ
の
情
報
は
、
本
人
の
同
意
の
も
と
、
自

主
防
災
組
織
・
消
防
本
部
・
市
民
福
祉
部

な
ど
関
係
団
体
へ
提
供
し
、
災
害
時
の
支

援
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
要
援
護
者
の
支
援
で
す
が
、
災

害
発
生
時
に
は
消
防
・
行
政
が
機
能
し
な

い
と
い
う
事
態
を
想
定
し
、
自
主
防
災
組

織
や
民
生
児
童
委
員
な
ど
地
域
の
人
た
ち

に
情
報
提
供
し
、
災
害
時
の
支
援
に
関
す

る
仕
組
み
づ
く
り
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
は
、
行
政
も
可
能
な
限
り
最

大
限
の
対
応
を
し
ま
す
が
、
先
ず
、
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
。
次
に
、
自
分
の
ま

わ
り
・
家
族
を
守
る
。
次
に
、
隣
近
所
や

地
域
の
こ
と
を
助
け
合
う
。
つ
ま
り
、「
自

助
・
共
助
」
が
基
本
で
す
。
ま
た
、
知
識

や
経
験
が
役
立
つ
こ
と
か
ら
、
防
災
訓
練

等
へ
の
参
加
に
よ
る
意
識
の
醸
成
や
人
と

人
と
の
絆
づ
く
り
も
重
要
で
す
。

　
次
に
、
傷
病
者
へ
の
対
応
で
す
が
、
医

療
・
救
護
計
画
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
。

一
方
、
傷
病
者
の
病
気
の
既
往
歴
、
薬
の

処
方
箋
、
緊
急
連
絡
先
な
ど
医
療
情
報
を

把
握
し
て
適
切
な
治
療
を
行
う
た
め
、「
緊

急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
の
あ
り
方
や
導
入

に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、
現

在
検
討
し
て
い
ま
す
。
　
　
　（
市
当
局
）
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◎総務文教常任委員会◎
議案第４６号　平成２２年度小野市歳入歳出決算の認定について
議案第４７号　平成２２年度小野市都市開発事業会計決算の認定について
議案第５１号　平成２３年度小野市一般会計補正予算（第３号）
議案第５３号　平成２３年度小野市都市開発事業会計補正予算（第１号）
議案第５４号　小野市やすらぎ広場の設置及び管理に関する条例の制定について
議案第５５号　小野市北条鉄道経営対策事業基金条例の制定について
議案第５６号　小野市税条例等の一部を改正する条例の制定について
議案第５９号　委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例の制定について
議案第６２号　平成２３年度小野市

一般会計補正予算
（第４号）

議案第６３号　土地の取得について

　審査の結果、反対討論はなく、
全会一致で認定・可決すべきと決
まりました。

◎民生地域常任委員会◎
議案第４６号　平成２２年度小野市歳入歳出決算の認定について
議案第４８号　平成２２年度小野市病院事業会計決算の認定について
議案第４９号　平成２２年度小野市水道事業会計決算の認定について
議案第５０号　平成２２年度小野市下水道事業会計決算の認定について
議案第５１号　平成２３年度小野市一般会計補正予算（第３号）
議案第５２号　平成２３年度小野市介護保険特別会計補正予算（第１号）
議案第５７号　小野市開発事業に係る調整及び地域のまちづくりの推進に関する

条例の一部を改正する条例の制定について
議案第５８号　小野市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の

制定について
議案第６０号　土地の取得について

　審査の結果、反対討論はなく、
全会一致で認定・可決すべきと決
まりました。

常任委員会の審査報告常任委員会の審査報告常任委員会の審査報告常任委員会の審査報告
≪各常任委員会に付託された議案≫

常任委員会の審査報告

　常任委員会は、地方自治法第１０９条の規定に基づき
条例により設置されています。地方公共団体の幅広い
事務を調査するため、本議会から付託された議案や陳
情等の審査をします。

常任委員会とは？常任委員会とは？常任委員会とは？常任委員会とは？

小野市議会だより



１１

小野市議会だより

決算研修会

　小野市議会では、昨年度に引き続き一般会計、特別会計及び企業会計の決算について、

全議員出席による決算研修会を３日間にわたり開催し、詳細な調査を行ったうえで、９

月定例会で認定しました。

　これは、従来９月定例会において、決算特別委員会に審査を付託し、１０月に審査、１２

月定例会で決算の認定をしておりましたが、一方で、決算の概要は市当局から９月には

市民のみなさんに公表されていることもあり、早期に審査するよう改めています。

総務部、総合政策部、教育委員会

市民病院、消防本部、水道部、地域振興部、会計課

市民安全部、選挙管理委員会等、農業委員会、市民福祉部

８月２９日（月）９：００～１７：００�

８月３０日（火）９：００～１７：００

８月３１日（水）９：００～１７：００�

開催日時 審査した部局名

平成２２年度 小野市歳入歳出決算の認定について

平成２２年度 小野市都市開発事業会計決算の認定について

平成２２年度 小野市病院事業会計決算の認定について　

平成２２年度 小野市水道事業会計決算の認定について

平成２２年度 小野市下水道事業会計決算の認定について

平成２２年度 各会計決算を認定平成２２年度 各会計決算を認定

※研修会には、各部局の部長、課長をはじめ、担当係長クラスにも出席を求め、実施事
業等について詳細な説明を求めた。

決
算
を
認
定

決
算
を
認
定

平
成
２２
年
度

356億円356億円356億円356億円356億円
◎実施した重点項目
　「安 全 ・ 安 心 社 会 の 推 進」
　「子 育 て 支 援」
　「教 育 環 境 の 整 備」
　「環境にやさしいまちづくりの推進」
　「地 域 活 性 化 の 推 進」

基　金（預金）残高　７７億７千万円
（前年度から約３億５千万円の増加）
地方債（借金）残高　１３８億４千万円
（前年度から約１億３千万円の減少）

実質公債費比率：１３．１％

将来負担比率：負担なし
　　（－１８．９％）　　

※税収や交付税など自治体の収入に対する借金
　返済費用の割合
※早期健全化基準：２５％　財政再生基準：３５％

※税収や交付税など自治体の収入に対する一般
　会計が将来支払うべき借金等負担の割合
※早期健全化基準：３５０％
※県内の市で初めてマイナスを達成

平成22年度決算総額　

※一般会計、特別会計及び企業会計の総額

平
成
２２
年
度



１２

【8月】�
１日　行政視察来市（岡山県井原市）
２日　東播淡路市議会議長会定例会（加西市）
３日　全国市議会議長会基地協議会近畿部会総会（舞鶴市）
４日　播磨内陸医務事業組合議会（加東市）
５日　小野市珠算競技大会
　〃　　ひまわり園夕涼み会
５日～６日　議員特別研修（滋賀県）
８日～１２日　議員特別研修（滋賀県）
９日～１１日　市民クラブ・公明党行政視察（鹿屋市・八代市・熊本市）
１２日　議員協議会
１６日　民生地域常任委員会研修会
１６日～１７日　全国市議会議長会正副会長会議（旭川市）
１８日　北播磨総合医療センター企業団議員総会（三木市）
２０日～２１日　小野まつり
２２日　総務文教常任委員会研修会
２３日　兵庫県地方議会協議会（神戸市）
２４日　小野加東広域事務組合議会
２５日　議会運営委員会・市議会報編集委員会
２６日～２７日　議員特別研修（滋賀県）
２７日　小野市ひまわり杯少年サッカー大会（三木市）
　〃　　おおべの荘（ショー）
２９日　決算研修会（第１日）
３０日　決算研修会（第２日）
３１日　決算研修会（第３日）
【9月】�
２日　本会議（１日目）
　〃　　北播磨総合医療センター企業団議会
５日　地域づくり懇話会（加東市）
１０日　中学校運動会�   
　〃　　観月茶会�   
１５日　議員研修会�   
１８日　小学校運動会�   
２０日　議員協議会�   
　〃　　議会運営委員会�   
２２日　本会議（第２日）�   
２６日　本会議（第３日）�   
２８日　総務文教常任委員会・民生地域常任委員会�   
３０日　本会議（第４日）�   
　〃　　北播政経懇話会�   

【10月】�
１日　幼稚園運動会�   
３日　世代をつなぐ体育祭�   
５日　民生地域常任委員会研修会�   
　〃　　鹿児島日置市行政視察来市�   
６日　総務文教常任委員会研修会�   
　〃　　埼玉県北本市行政視察来市�   
７日　東・北播磨学ぶ高齢者のつどい�   
１１日～１３日　全国市議会議長会研究フォーラム（青森市）�   
１３日　秋の園遊会�   
１７日　近畿市議会議長会支部長会議（姫路市）�   
１７日～２１日　市町村議会議員研修（滋賀県大津市）�   
１８日　金婚夫婦を祝う集い�   
１９日　民生地域常任委員会研修会�   
　〃　　ふれあい運動会�   
　〃　　埼玉県川越市行政視察来市�   
　〃　　北播肢体不自由児機能回復訓練施設事務組合議会（加東市）�
２０日　議会運営委員会�   
　〃　　市議会報編集委員会�   
２１日　兵庫県市町正副議長研修会（神戸市）�   
　〃　　小野市研究発表会�   
　〃　　埼玉県久喜市行政視察来市�   
２２日～２３日　産業フェスティバル   
２４日～２５日　全国市議会議長会部会長会議（下関市）�   
２４日　自治体病院経営都市議会セミナー（東京）�   
２５日　市民クラブ・公明党外行政視察（富士宮市）�   
２６日　小野加東環境施設事務組合議会�   
２８日　総務文教常任委員会研修会�   
　〃　　民生地域常任委員会研修会�   
　〃　　近畿市議会議長会理事会（姫路市）�   
３０日　養父市行政視察来市�   
３１日　播磨内陸医務事業組合議会（加東市）

◎議会の動き◎◎議会の動き◎◎議会の動き◎

自宅にいながら議会の傍聴
インターネットで市議会の
中継が見られます。

小野市議会だより

■お問い合わせ：議会事務局　TEL.６３－１００６　FAX.６３－４１０８■お問い合わせ：議会事務局　TEL.６３－１００６　FAX.６３－４１０８

　９月２１日に予定していた市議会定例会２日目を、台風の接近に伴う防災対応の
ため、２６日へ延期しま
した。市内の一部地域
で避難勧告が発令され
ていたため、災害への
備えを万全に期すため
の決定でした。�
　急な変更でありました
が、皆様のご理解・ご
協力により、無事開催
することができました。
ありがとうございました。�

台風のため定例会を急きょ日程変更（９月２１日を２６日へ）台風のため定例会を急きょ日程変更（９月２１日を２６日へ）
ご理解・ご協力ありがとうございました！！

開催延期看板26日の傍聴者席

小野市議会HP

LIVE市議会中継

市議会中継

⇒
⇒


